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郵
便
事
業
会
社
と
日
本

通
運
は
宅
配
事
業
を
統

合
し
て
、
宅
配
サ
ー
ビ

ス
を
お
こ
な
う
「
Ｊ
Ｐ

エ
ク
ス
プ
レ
ス
」
（
Ｊ
Ｐ

Ｅ
Ｘ
）
を

設

立
。
ゆ

う

パ
ッ
ク
は
十
月
に
業
務

を
移
行
す
る
予
定
で
す
。

郵
便
事
業
会
社
の
約
六

〇
〇
支
店
が
移
行
の
対

象
と
な
り
、
正
社
員
の

出
向
・
非
常
勤
職
員
の

契
約
変
更
が
計
画
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

郵
便
事
業
会
社
は
、

ゆ
う
パ
ッ
ク
業
務
の
移

行

を

お

こ

な

う

支

店

で
、
約
十
万
人
の
期
間

雇
用
社
員
の
契
約
期
間

を
短
縮
（
六
カ
月
→
四

カ
月
）
し
、
そ
の
全
員

か
ら
意
向
確
認
（
Ｊ
Ｐ

Ｅ
Ｘ
へ
の
雇
用
あ
っ
せ

ん
、
郵
便
事
業
会
社
で

の
雇
用
継
続
な
ど
）
を

お
こ
な
い
ま
し
た
。
現

場
で
は
「
ゆ
う
パ
ッ
ク

の
仕
事
は
な
く
な
る
」

と
い
わ
れ
、
雇
い
止
め

に
な
る
の
で
は
な
い
か

と
不
安
が
ひ
ろ
が
っ
て

い
ま
す
。

　

日
本
共
産
党
の
塩
川
て
つ
や
衆

院
議
員
は
、
こ
の
問
題
を
国
会
で

と
り
あ
げ
、「
雇
用
と
労
働
条
件

の
確
保
を
す
べ
き
」
と
日
本
郵
政

と
政
府
に
せ
ま
り
ま
し
た
。

　

日
本
郵
政
の
西
川
善
文
社
長

は
、「
可
能
な
限
り
社
員
の
希
望

を
ふ
ま
え
対
応
す
る
。
引
き
つ
づ

き
郵
便
事
業
会
社
で
の
就
労
希
望

の
方
に
は
他
業
務
へ
の
変
更
、
他

支
店
へ
の
あ
っ
せ
ん
も
お
こ
な

う
」「
雇
用
調
整
や
時
間
短
縮
は

安
易
に
お
こ
な
わ
ず
極
力
維
持
し

て
い
き
た
い
」
な
ど
と
答
弁
。
佐

藤
勉
総
務
大
臣
は
、「
社
員
の
出

向
、
転
籍
に
つ
い
て
は
、
候
補
と

な
る
社
員
に
対
し
て
、
労
働
条
件

な
ど
説
明
し
た
上
で
、
本
人
の
意

向
が
尊
重
さ
れ
る
べ
き
だ
」
と
こ

た
え
ま
し
た
。

期間雇用社員の雇い止め・
労働条件改悪をやめよ

Ｊ
Ｐ
エ
ク
ス
プ
レ
ス
問
題
を
と
り
あ
げ
る
塩
川
議
員

期間雇用社員の雇い止
労働条件改悪をやめよ

一
〇
万
人
の
契
約
期
間
を
短
縮

　
　
　
　

雇
用
不
安
ひ
ろ
が
る

日
本
郵
政
は

　

雇
用
と
労
働
条
件
を
確
保
せ
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

塩
川
議
員

　塩川議員は日本郵便事業会社の子会
社・日本郵便輸送が直接雇用すべき従
業員の雇い止め問題を国会で質問。
　2004年末、郵政公社（当時）がコン
ビニでの郵便・ゆうパック取り扱いを
開始。業務の委託を受けた日本郵便逓
送（当時・現、日本郵便輸送）は、派
遣労働者を3年を超えて働かせる派遣法
違反をおこない、労働局から是正指導
を受けていました。
　塩川議員は「雇い止めではなく、直
接雇用､正社員化を行うべき」と要求｡
日本郵政は「労働局の指導にもとづい
て適正に対応したい｣と回答しました。
　また、塩川議員は、郵便のユニバー
サルサービス確保を図る上でも調査・
是正指導を行うべきと要求。佐藤勉総
務大臣は｢指摘をふまえて対応したい」
と答えました。

違法派遣の是正を

日本共産党

〇
万
人
の
契
約
期
間
を

雇
用
不
安
ひ
ろ
が

政
は労

働
条
件
を
確
保
せ
よ

日本郵政は



サービスを後退させるな
　　         利権の疑惑解明を

日本共産党は郵政民営化の抜本的見直しをもとめます

　
郵
政
民
営
化
で
、
各
種
手
数
料
の

値
上
げ
、Ａ
Ｔ
Ｍ
の
撤
去
、
簡
易
郵

便
局
の
一
時
閉
鎖
な
ど
、
サ
ー
ビ

ス
の
低
下
が
続
出
し
て
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
は
、
郵
政
民
営
化
そ

の
も
の
の
抜
本
的
見
直
し
も
と
め

て
い
ま
す
。

　

日
本
共
産
党
の
塩
川
て
つ
や
衆

院
議
員
は
、
自
民
党
が
四
年
前
の

総
選
挙
で
郵
政
民
営
化
で
サ
ー
ビ

ス
が
向
上
す
る
だ
け
で
な
く
、
経

済
や
年
金
ま

で
よ
く
な
る

よ
う
に
い
っ

て
大
宣
伝
し

て
き
た
こ
と

ふ
れ
、「
民

営
化
で
よ
く

な
っ
た
こ
と

が
あ
る
の
か
」
と
追
及
。
佐
藤
総

務
大
臣
は
「
民
営
化
路
線
に
間
違

い
な
い
」
と
述
べ
な
が
ら
、「
成
果
」

は
し
め
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。
塩
川

議
員
は
、
郵
政
民
営
化
は
サ
ー
ビ

ス
の
後
退
と
新
た
な
利
権
を
も
た

ら
し
た
だ
け
、
民
営
化
そ
の
も
の

を
見
直
す
べ
き
と
訴
え
ま
し
た
。
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Ｔ
Ｍ
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す
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「
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営
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路
線
に
間
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な
い
」
と
述
べ
な
が
ら
、「
成
果
」
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し
め
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。
塩
川

議
員
は
、
郵
政
民
営
化
は
サ
ー
ビ

ス
の
後
退
と
新
た
な
利
権
を
も
た

ら
し
た
だ
け
、
民
営
化
そ
の
も
の

を
見
直
す
べ
き
と
訴
え
ま
し
た
。

　　　
「
か
ん
ぽ
生
命
」
の
未
払
い
が
あ

る
こ
と
を
把
握
し
な
が
ら
隠
ぺ
い

し
て
い
た
こ
と
を
「
平
成
二
〇
年

一
〇
月
三
日
」
付
の
内
部
資
料
を

し
め
し
て
暴
露
し
た
山
下
よ
し
き

参
院
議
員
。
郵
政
公
社
時
代
の
支

払
い
漏
れ
は
一
四
〇
万
件
に
も
の

ぼ
る
こ
と
が
あ
き
ら
か
に
な
り
ま

し
た
。

　

山
下
議
員
は
、
日
本
郵
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の
西

川
社
長
の
責
任
と
し
て
、①「
か
ん

ぽ
の
宿
」
な
ど
国
民
財
産
を
た
た

き
売
り
、②「
カ
ー
ド
事
業
」
な
ど

三
井
住
友
と
の
癒
着
、③
簡
易
郵
便

局
の
閉
鎖
な
ど
の
国
民
サ
ー
ビ
ス

の
低
下
、④
二
十
一
万
人
の
非
正
規

労
働
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ワ
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キ
ン
グ
プ
ア
化
、

な
ど
を
あ
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、
追
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ま
し
た
。
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し
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な
ど
国
民
財
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を
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た
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売
り
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カ
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ド
事
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な
ど
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井
住
友
と
の
癒
着
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簡
易
郵
便

局
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閉
鎖
な
ど
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国
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サ
ー
ビ
ス

の
低
下
、④
二
十
一
万
人
の
非
正
規

労
働
者
の
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
化
、

な
ど
を
あ
げ
、
追
及
し
ま
し
た
。

　

か
ん
ぽ
の
宿
な
ど
国
民
共

有
財
産
の
一
括
売
却
よ
る
安

売
り
に
と
ど
ま
ら
な
い
利
権

疑
惑
が
問
題
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

日
本
共
産
党
の
大
門
実
紀

史
参
院
議
員
は
、
ゆ
う
ち
ょ

銀
行
の
カ
ー
ド
事
業
を
西
川

社
長
の
出
身
行
で
あ
る
三
井

住
友
銀
行
の
グ
ル
ー
プ
企
業

に
委
託
し
た
問
題
を
と
り
あ

げ
、「
な
ぜ
取
引
実
績
が
な

い
三
井
住
友
カ
ー
ド
を
選
ん

だ
の
か
」
と
た
だ
し
た
の
に

対
し
て
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
取

締
役
は
「
企
画
コ
ン
ペ
方
式

に
よ
り
複
数
社
か
ら
提
案
を

い
た
だ
き
、総
合
的
に
評
価
」

と
あ
い
ま
い
に
答
弁
。
大
門

議
員
は
「
説
明
会
も
や
ら
な

い
で
、
い
き
な
り
個
別
面
談

を
し
て
決
め
た
。
不
透
明
で

恣
意
的
」と
追
及
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
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門
議
員
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初
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カ
ー
ド
事
業
）
選
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業
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か
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検
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」
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追
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「
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だ
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た

の
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お
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し
た
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国
会
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ウ
ソ

を
言
っ
た
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任
は
重
大
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と
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し
、
辞
任
を
求
め
ま
し

た
。
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西川社長の責任を追及
する山下議員

利権の
疑惑解明を
　　　大門議員

簡
保
未
払
い
の

情
報
隠
ぺ
い

　
　
　
　
　

山
下
議
員

保
未
払
い
の

隠
ぺ
い

利権の
疑惑解明を

西
川
氏
（
奥
）
を
追
及
す
る
大
門
議
員
（
手
前
右
）

成
果
示
せ
ず

「
民
営
化
見
直
し
を
」

　
　
　
　
　

塩
川
議
員

果
示
せ
ず

化
見
直
し
を
」

自民党のチラシを手に
質問する塩川議員

日本共産党の政策
①郵政グループの
株式売却を停止し
民営化を凍結
②分社化を見直し
効率的な３事業一
体の事業運営に
③郵便だけでなく
金融のユニバーサ
ルサービス義務
づけ

日本共産党の政策
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